


































































































































































　第 5 節　5W4H 機能展開法
　　第 1 項　5W1H の考え方の機能展開への応用
　　第 2 項　留意点と全体フロー








　第 7 節　機能展開における発想思考要素と 5W4H 機能展開法の概念操作
　　第 1 項　機能展開研究における発想思考の要素と 5W4H 機能展開手順
　　第 2 項　5W4H 機能展開法の各手順における発想思考要素　






　第 3 節　システム要素と属性によるシステムのモデル化 
　　第 1 項　インプット属性とアウトプット属性の変換原則
　　第 2 項　 変換原則に従ったインプットとアウトプットの属性パターンによるシステムの
モデル化
　　第 3 項　インプット‐アウトプット属性モデルのコンポーネントとシステム例
　第 4 節　サービスシステムのインプット‐アウトプット属性モデル 
　　第 1 項　サービス対象の属性によるサービスシステムの仮定
　　第 2 項　 システムのインプット─アウトプット属性モデルによるサービスシステムの検
討 
































































　　　　─ SSID（Service System Individualization Design）法の提案─
　第 1 節　ワークデザインのシステム設計手順
　第 2 節　SSID 法の設計手順と方法
　　第 1 項　手順（1）高顧客価値のためのサービス機能の効率的設計
   ─ 5W4H 機能展開法─
　　第 2 項　手順（2）アウトプットとそのインプットの決定
   ─アウトプットは「価値を提供された人」─
　　第 3 項　手順（3）　サービスシステム案の案出
   ─「人」に価値を提供するサービスシステムの明示的設計
   ─非事前設計機能対応システム設計パターンの 4 類型─
　　第 4 項　手順（4）　サービスシステムの詳細設計
   ─非事前設計機能対応システムのコンポーネント設計
   ─環境要素を考慮した非事前設計機能対応システム設計
   ─キャタリストの最適化設計
   ─サービスセンサ設計（個別機能設計のための「人」の特定化）

















　　第 3 項　サービスシステム S1 の設計
　　第 4 項　サービスシステム S4 の設計
　第 5 節　SSID 法を用いた実際のサービスシステム設計における考察


























































































































































































































3 つの『性質察知システム設計パターン』、3 つの『反応対応システム設計パターン』、6 つの
『環境確認システム設計パターン』の合計 12 のシステム設計パターンを示した。
さらに、非事前設計機能に対応する 12 のシステム設計パターンを分析・分類し、非事前






















また、第 5 節で示した「非事前設計機能に対応するシステム設計 4 類型」と、第 2 節、第
















べき重要事項として「直接的あるいは観察によって ｢ 人 ｣ を特定化すること」と「特定化さ
























ストとインプットである ｢ 人 ｣ の双方向の時系列設計に関して考究し、サービスシステム・
シーケンス図を提案している。サービスシステム設計には「提供するサービス（時間、費用




































第 8 章「高顧客価値のためのサービスシステムの設計法」においては、第 4 章、第 5 章、







計法は、サービス提供対象となるインプットされる ｢ 人 ｣（顧客）を特定化・個別化し、高
い顧客価値を提供するサービスシステム設計法である。そこでこのサービスシステム設計法

















第 9 章「SSID 法による設計事例─輸送価格問い合わせサービスの設計─」では、第 8 章
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